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 課題分析 授業改善策 評価 

１ 

年 

○授業での様子から、分か
らない問題があった際に
すぐにあきらめてしまう
生徒がいる、一方、最後ま
であきらめずに正答まで
努力する生徒もいる。 

〇定期考査の結果から、基
本的な計算でつまずいて
いる生徒が多く見受けら
れる。また、思考・判断・
表現を問う問題に対する
理解度も低い。 

○一斉授業の特徴を生か
し、分からない問題があ
ったら周りの生徒と話し
合い、共に調べたりしな
がらねばり強く努力する
ように指導する。 

○計算能力の向上を図るた
めに、授業初めに計算円
周を取り入れ、演習の機
会を多くする。また、思
考を増やす問題も積極的
に取り入れ、授業の内容
を利用した総合問題を演
習する。 

 

２ 

年 

○授業での様子から、分か
らない問題があった際に
すぐにあきらめてしまう
生徒、すぐに誰かに答え
のみを聞こうとする生徒
が多く見られる。 

 
〇定期考査の結果から学習
内容の定着度に二極化が
見られる。知識・技能の定
着が不十分な生徒は、思
考・判断・表現の定着も不
十分である。 

○話合い活動の際には、計 
算過程や根拠となる事柄 
を明確に説明できるよう 
に指導していく。また，分 
からなかった生徒に問題 
の解き方を説明する時間 
を設ける。 

○知識・技能の定着を図る
ために、演習問題や家庭
学習問題を作成し、繰り
返し解かせる。授業の最
初には，既習事項の確認
を徹底して行い，知識の
定着を図る。 

 

３ 

年 

○全国学力・学習状況調査
の正答率は、都や全国よ
りも低い結果となってい
る。 

○習熟度別の授業におい
て、基礎コースは定着度
が低い生徒が多いため、
教え合い・学び合いを行
うことが難しくなってい
る。 

○定期考査の結果から、知
識・技能の点数は高く、思
考・判断・表現の点数が低
い生徒が多数いる。この
ことから、機械的な計算
はできるが、それを活用
することが苦手な生徒が
多い。  

○既習内容の復習やふりか
えりをしてから新しい内
容の解説に入る。 

○習熟度に応じて、演習量
を調整したり、思考する
ポイントを焦点化したり
して、教え合い・学び合い
をできる環境を整える。 

○数学の事象や日常の事象
を数学的に表現する機会
を多く設ける。また、抽象
的な事象を捉える際は、
まず具体的に考えさせる
指導を行う。 

 

 


